






















Color fastness to washing of the fabrics dyed by pigment printing
using ink jet printer for the diﬀ erent fabrics and ﬁ xing conditions













































































アイロン 色 １回 ２回 ３回 平均
?
無
Y ４-５ ４-５ ４ ４-５
M ４ ４ ３-４ ４
C ３ ２-３ ３ ３
K ２-３ ３ ２-３ ２-３
有
Y ４-５ ４-５ ４ ４-５
M ４ ４ ４-５ ４
C ４ ３-４ ３-４ ３-４
K ３ ３ ３ ３
??????無
Y ４ ４-５ ４ ４
M ３-４ ３ ３ ３
C ３-４ ３ ３ ３
K ３ ３ ３ ３
有
Y ４-５ ４-５ ４ ４-５
M ４ ４-５ ４-５ ４-５
C ４ ４ ４ ４
K ３-４ ４ ４ ４
　したがって、混色の場合、顔料ごとに洗濯堅ろう度が違うことによって色相が変わる問題、
つまり、同じ色相で褪色するのではなく別の色相に変化する問題を生じる。また、摩擦堅ろ
う度についても調べると大きな違いが表れると思われる。
　なお、YMCKの色指定において、RGBからあたかも混色で調整したようにみえるが、そ
れぞれYMCK単独の色を用いていることに留意して検討した。
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図３　分光反射率曲線（平均値、n=3、縦軸は反射率R%、横軸は波長 nm）
a）Cotton_yellow b）Cotton_magenta
c）Cotton_cyan d）Cotton_black
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（図３に続く）
e）Polyester_yellow f）Polyester_magenta
g）Polyester_cyan h）Polyester_black
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　 ２）分光反射率曲線による評価
　図３-a～hは、試料布（綿、ポリエステル）の３条件（プリントのみの試料、プリント後
にアイロンなしで洗濯、アイロン後に洗濯）に対するそれぞれ３部位点から採取して測定し、
平均した分光反射率曲線である。以下では、表５でポリエステルをPETと略称している。
また、それぞれの試料条件は、それぞれの図中の挿入枠に示している。
　図３-aに示した綿に対するイエローの場合、400～530nm近辺でプリントのみの◀に比し
て高温でアイロンをかけた▲は同程度の値を示しているが、アイロンなしの■は反射率が高
くなっていることから、顔料による吸収が少なくなっていることを示している。図３-bの
マゼンタの場合、620nm以上で洗濯したものはアイロンの有無に関係なく、高い値を示して
いる。460～580nmでは、アイロンの効果があるためプリントのみの試料に近い値を示して
いる。図３-cのシアンの場合、450nm以下では顕著な差異を示していないが、それ以上の波
長ではアイロンありがプリントのみの試料に近く、アイロンなしでは大きな値を示している。
図３-dのブラックの場合、どの波長においても３条件の差異が顕著である。すなわち、ア
イロンなしではもちろん、高温アイロンかけを行っても高い値を示していた。
　一方、図３-eに示したポリエステルに対するイエローの場合、470nm以下ではアイロンの
効果が認められ、◆と▲が同程度で、■の方が高い値を示している。480nm以上ではアイロ
ンの有無に関係なく、プリントのみの◆に比して高くなっている。図３-fのマゼンタの場合、
430nm近辺で特に著しくアイロンなしが大きな値を示している。しかし、アイロンをかけて
も全波長域での値は、プリントのみの◆に比していくらか高くなっている。図３-gのシア
ンでは、400～500nmの近辺で値が高く、特にアイロンなしの場合が著しい。500nm以上に
おいても３条件の曲線が異なっている。図３-hのブラックの場合、綿の場合のブラックと
同じような曲線形状を示しているが、420nm近くの値に極端な特徴を示している。
３）L*,a*,b*およびΔEよる評価
　図３-a～hの分光反射率曲線から、JIS Z 8701に基づきそれぞれの試料に関する三刺激値
X,Y,Zの値を積分により求め、L*a*b*およびΔEをJIS Z 8727の換算式により計算し表４、５
に示した。表４の右端側では、L*a*b*について、それぞれ基準と対照群（表中の ｝印参照） 
との一元配置による分散分析の結果を示した。危険率１%で有意の場合を**印で、５%の場
合を*印で、また、有意でない場合をNoで示した。ただし、それぞれの項の第４列では、水
準数を３とし、基準、アイロンなし、アイロンありの変動を調べた。
　表４を全体的に見ると、各色において、基準とアイロンなしの差が綿のイエロー以外でL*
が変化した。また、b*がそれぞれの水準間で有意な差を生じた。それに対して、綿のマゼン
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表４　X,Y,Z、およびL*a*b*
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タでは、L*およびa*の変化が顕著であるが、b*では、有意な差を生じていない。綿のシアン
では、L*a*b*のいずれもが有意に変化している。そして、アイロンの有無による違いが認め
られた。綿のブラックでは、全体的に、L*においての変動が顕著である。a*においては基準
とアイロンなしの差が、同様に、基準とアイロンありの差も著しいと認められる。しかし、
b*においては基準とアイロンあり以外では、差が認められなかった。
　一方、ポリエステルのイエローでは、L*のアイロン有無の差以外では、L*a*b*のいずれと
も有意な差が認められる。ポリエステルのマゼンタ、シアンおよびブラックでは、L*a*b*の
いずれにおいても有意な差が認められた。
　これらの分散分析の結果は、目視およびグレースケールの変動を説明している。
表５　ΔL*、Δa*、Δb*、およびΔEの平均値による比較
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　表４から基準と対照ごとに、ΔL*、Δa*、Δb*、およびΔE=　 （ΔL*）２+（Δa*）２+（Δb*）２
を求め、表５に示した。ただし、ΔEの変動は、ΔL*、Δa*、Δb*のそれぞれの正負の変化
を正しく評価するには不向きであるといえる。綿のイエローでは、基準とアイロンなしの場
合、Δb*が大きくマイナスとなり、ΔEも大きな値となっている。基準とアイロンありの場合、
大きな差は生じていない。したがって、アイロンの効果が認められる。アイロンなしとあり
の場合、Δb*がプラスの大きな値となっていることから、アイロンの効果を示している。綿
のマゼンタでは、基準とアイロンなしの場合、ΔL*が1.92となったことが主因でΔEは1.95を
示している。基準とアイロンありの場合、ΔEでみるかぎり大きな変化はないが、Δb*が
-0.32から0.49へと大きく変化している。アイロンなしとありの場合、ΔL*が-0.87と符号が反
転している。綿のシアンでは、基準とアイロンなしの場合、ΔL*の1.80、Δb*の1.72の変化
によりΔEが2.49となった。基準とアイロンありの場合、ΔL*、Δa*、Δb*ともに大きな変化
はないため、ΔEは大きくない値となった。アイロンなしとありの場合、ΔL*、Δa*、Δb*
ともに若干の変化があり、ΔEが1.36となった。綿のブラックでは、基準とアイロンなしの
場合、ΔL*に大きな3.86を示し、ΔEを大きくしている。基準とアイロンありの場合、同様
にΔL*が2.36となっているため、ΔEも2.38となっている。これに対してアイロンなしとあり
の場合、ΔL*だけが-1.50と若干の変化を示すだけのためΔEは1.50と小さかった。
　一方、ポリエステルのイエローでは、基準とアイロンなしの場合、ΔL*は1.30程度であるが、
Δb*が-5.36と極めて大きな変化を示し、ΔEも5.55と極めて大きくなっている。基準とアイ
ロンありの場合、Δb*が-1.79と大きな変化をしたが、ΔEは2.43となっている。アイロンな
しとありの場合、Δb*だけが3.57と大きくなりΔEを大きな3.59とした。ポリエステルのマゼ
ンタでは、基準とアイロンなしの場合、ΔL*の極めて大きな4.05とΔb*の大きな負の値から
ΔEを極めて大きな5.15としている。基準とアイロンありの場合、ΔL*の1.79とΔb*の-2.51
が大きくなり、ΔEを3.14としている。基準とアイロンありの場合、ΔL*の2.63およびΔb*の
-1.39が効きΔEは3.02と大きくなっている。アイロンなしとありの場合、ΔL*の-2.26とΔa*
の1.53が特徴となりΔEを2.78と比較的大きくしている。ポリエステルのシアンでは、基準
とアイロンなしの場合、極めて大きなΔL*の4.03とΔa*の1.95のためΔEが大きく4.58となっ
た。基準とアイロンありの場合、ΔL*の2.63が比較的大きくΔEは3.02となっている。アイロ
ンなしとありの場合、ΔL*の-1.40とΔa*の-1.40が大きな変化であるがΔEは僅かに2.02であ
る。ポリエステルのブラックでは、基準とアイロンなしの場合、綿の場合と同様にΔL*の変
化が著しく変化し3.27となり、Δb*も-1.25となるためΔEは3.61となっている。基準とアイ
ロンありの場合は、ΔL*の変化も少なく1.53であるが、Δb*も-0.70となりΔEを1.69として
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いる。アイロンありとなしの場合、ΔL*は逆に-1.84と変化し、Δb*も同様にプラスの0.55と
なったがΔEとしては1.93に収まっている。
　なお、ここでの考察で、L*は明度（０から100）を表し、大きい値ほど明るく、a*はプラ
スになるほど赤味、マイナスになるほど緑味が強く、また、b*はプラスになるほど黄味が、
マイナスになるほど青味が強くなることに留意している。
４.　総括
　布に対するプリンタを用いた顔料印刷が利用され始めているが、洗濯堅ろう度に問題が残
されている。そこで、YMCKから選択した単独色の顔料でプリントした生地に対して、洗
濯堅ろう度を検討した。綿のアイロンなしの場合には、ブラックが最も低い堅ろう度となっ
た。アイロンありの場合でもブラックは３級と低かった。また、ポリエステルではバインダ
の固着有無により、大きな差を生じた。しかし、アイロンありの場合は、全ての色において
４級以上となった。また、分光反射率曲線から求めたL*a*b*およびΔEによって検討し、目
視およびグレースケールでの評価を裏付けることができた。
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